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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 18,893 △16.5 465 △28.9 370 △33.0 228 5.7
21年3月期第2四半期 22,635 ― 654 ― 553 ― 216 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 5.38 ―
21年3月期第2四半期 5.08 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 48,169 11,203 23.2 264.08
21年3月期 47,321 10,514 22.2 247.84

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  11,198百万円 21年3月期  10,511百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 4.00 4.00
22年3月期 ― ―
22年3月期 

（予想）
― 5.00 5.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,000 △12.1 800 △31.3 700 △24.7 450 △19.1 10.61
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】  4．その他をご覧ください。] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

[（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】  4．その他をご覧ください。] 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績等は今後様々な要因によって予想数値と異
なる場合があります。なお、業績予想の前提となる条件等については、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご
覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 42,523,735株 21年3月期  42,523,735株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  118,788株 21年3月期  115,480株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 42,405,426株 21年3月期第2四半期 42,417,554株
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当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日）におけるわが国経済は、昨年の

世界的な金融危機による景気低迷から、一部に回復の兆しもありますが、原材料価格の再度の上昇懸念や
雇用調整、個人消費の低迷など、依然として厳しい状況が続いております。 
このような状況のもと、当社グループにおきましては、経費圧縮をはじめ引き続き収益改善に取り組ん

でまいりました。 
その結果、売上高は18,893百万円（前年同四半期比16.5％減）、営業利益は465百万円（前年同四半期

比28.9％減）、経常利益は370百万円（前年同四半期比33.0％減）、四半期純利益は228百万円（前年同四
半期比5.7％増）となりました。 
  
事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 
当社グループは、出版・情報関連事業（主としてブッククロス、文具紙工品、プリンターリボン、食品

包材等の製造販売）および生活・工業用途関連事業（主としてカーペット、壁装材、自動車用内装材、フ
ィルター、接着芯地および医療用パップ剤用フィルム加工等の製造販売）において事業を営んでおりま
す。なお、セグメントの売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高が含まれております。   

  
出版・情報関連事業 
出版・文具紙製品関連部門では、ビニールペーパーやオレフィンフィルム等の文具用製品は微減で推移

したものの、書籍出版表紙材においては減収となりました。食品包材・蓋材においては海外での受注が増
え、比較的堅調に推移しました。 
情報関連部門では、主力のプリンターリボンのみならず、印刷用途フィルムも減収となりました。 
その結果、当セグメントの売上高は9,443百万円（前年同四半期比18.0％減）、営業利益は535百万円

（前年同四半期比17.4％減）となりました。 
  
生活・工業用途関連事業 
インテリア・住宅関連部門では、業界低迷により、壁装材、床材とも減収となりました。 
車両・工業用途関連部門では、家電向け機能性不織布が、空気清浄機などの増産もあって、比較的堅調

に推移しましたが、車両用不織布や重布などのレザー製品は減収となりました。 
ファンシー商品・その他の部門では、食品鮮度保持材が好調で増収となりましたが、主力のファンシー

商品は個人消費の低迷などにより減収となりました。 
その結果、当セグメントの売上高は9,754百万円（前年同四半期比15.3％減）、営業利益は440百万円

（前年同四半期比25.2％増）となりました。   

  

  
当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して848百万円増加し、48,169百万

円となりました。これは主に流動資産の現金及び預金が1,498百万円増加したことによるものでありま
す。 
 負債は、前連結会計年度末と比較して159百万円増加し、36,966百万円となりました。これは主に貸借
取引担保金が1,542百万円減少し、長期借入金が1,188百万円、リース債務366百万円増加したことなどに
よるものであります。 
 純資産は、前連結会計年度末と比較して689百万円増加し、11,203百万円となりました。これは主にそ
の他有価証券評価差額金が415百万円、為替換算調整勘定が215百万円それぞれ増加したことなどによるも
のであります。 

  
キャッシュ・フローについては以下のとおりです。 
営業活動によるキャッシュ・フローでは、前第２半期連結累計期間の80百万円の収入に対し、当第２四

半期連結累計期間は1,851百万円と1,771百万円の収入の増加となりました。これは、主に売上債権の減少
や在庫調整によるたな卸資産や仕入債務の減少等によるものです。   
投資活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期間の616百万円の支出に対し当第２四

半期連結累計期間は52百万円と563百万円の支出の減少となりました。これは、主に投資有価証券の売却
による収入の増加等によるものです。 
財務活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期間の71百万円の支出に対し当第２四半

期連結累計期間は371百万円と300百万円の支出の増加となりました。これは主に長期借入金の純増、貸借
取引契約による支出の増加等によるものです。 
この結果当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、3,489百万円となりました。 

  

定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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通期連結業績予想は、平成21年８月11日に公表いたしました「平成22年３月期 業績予想の修正に関す

るお知らせ」からの変更はございません。 

  
  

該当事項はありません。 

  

  

(簡便な会計処理） 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化
がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定してお
ります。 

②棚卸資産の評価方法 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を
見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算
定する方法によっております。 

④繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一
時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将
来業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

①税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、
税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。  
 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

  

(企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、「連結財務諸表
に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開発費等に係る会計
基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基
準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準
第16号 平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適
用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）が平成21年４月１日以降開始する
連結会計年度において最初に実施される企業結合及び事業分離等から適用することができるよう
になったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用しております。 

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,909,892 2,411,786

受取手形及び売掛金 12,553,706 12,530,486

商品及び製品 3,420,637 3,716,989

仕掛品 923,040 934,022

原材料及び貯蔵品 1,849,538 2,070,042

繰延税金資産 702,404 721,460

その他 425,667 529,874

貸倒引当金 △109,348 △102,193

流動資産合計 23,675,536 22,812,466

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 13,025,672 13,953,259

減価償却累計額 △9,295,470 △9,760,545

建物及び構築物（純額） 3,730,202 4,192,714

機械装置及び運搬具 22,090,360 21,795,236

減価償却累計額 △19,916,616 △19,549,973

機械装置及び運搬具（純額） 2,173,744 2,245,263

工具、器具及び備品 2,765,567 2,706,452

減価償却累計額 △2,518,448 △2,451,503

工具、器具及び備品（純額） 247,119 254,949

土地 10,848,164 11,745,122

リース資産 439,145 53,928

減価償却累計額 △42,381 △21,020

リース資産（純額） 396,764 32,908

建設仮勘定 94,679 367,634

有形固定資産合計 17,490,672 18,838,590

無形固定資産   

のれん 9,759 14,098

その他 35,901 34,514

無形固定資産合計 45,660 48,612

投資その他の資産   

投資有価証券 4,586,188 4,386,597

長期貸付金 32,680 50,778

繰延税金資産 179,718 370,177

その他 2,274,000 924,432

貸倒引当金 △115,931 △110,642

投資その他の資産合計 6,956,655 5,621,342

固定資産合計 24,492,987 24,508,544

資産合計 48,168,523 47,321,010
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,686,483 7,654,840

短期借入金 11,607,547 11,545,028

リース債務 58,055 9,947

未払法人税等 216,555 42,447

貸借取引担保金 － 1,541,829

賞与引当金 334,448 245,635

役員賞与引当金 14,388 11,610

設備関係支払手形 90,884 358,488

繰延税金負債 832 832

その他 896,360 831,975

流動負債合計 20,905,552 22,242,631

固定負債   

長期借入金 9,412,024 8,223,748

リース債務 346,962 29,077

繰延税金負債 57,771 54,214

再評価に係る繰延税金負債 1,716,609 1,716,609

退職給付引当金 3,978,338 3,972,975

役員退職慰労引当金 224,415 224,004

環境対策引当金 78,600 78,600

その他 245,528 265,055

固定負債合計 16,060,247 14,564,282

負債合計 36,965,799 36,806,913

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,795,651 5,795,651

資本剰余金 944,696 944,696

利益剰余金 3,401,327 3,343,019

自己株式 △27,320 △26,876

株主資本合計 10,114,354 10,056,490

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △412,861 △827,760

土地再評価差額金 2,386,364 2,386,364

為替換算調整勘定 △889,403 △1,104,563

評価・換算差額等合計 1,084,100 454,041

少数株主持分 4,270 3,566

純資産合計 11,202,724 10,514,097

負債純資産合計 48,168,523 47,321,010
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年９月30日) 

売上高 22,634,525 18,893,271

売上原価 18,099,963 15,015,151

売上総利益 4,534,562 3,878,120

販売費及び一般管理費 3,880,126 3,412,772

営業利益 654,436 465,348

営業外収益   

受取利息 10,982 8,366

受取配当金 50,425 46,225

受取賃貸料 96,681 96,338

為替差益 － 5,957

雑収入 87,146 95,179

営業外収益合計 245,234 252,065

営業外費用   

支払利息 146,353 194,367

為替差損 43,103 －

雑損失 157,599 152,833

営業外費用合計 347,055 347,200

経常利益 552,615 370,213

特別利益   

固定資産売却益 2,469 818

投資有価証券売却益 3,166 47,906

負ののれん発生益 － 16,386

特別利益合計 5,635 65,110

特別損失   

固定資産処分損 5,671 2,268

投資有価証券評価損 70,789 －

工場閉鎖損失 － 17,000

その他 6,067 －

特別損失合計 82,527 19,268

税金等調整前四半期純利益 475,723 416,055

法人税等 262,886 187,627

少数株主損益調整前四半期純利益 － 228,428

少数株主利益又は少数株主損失（△） △2,731 487

四半期純利益 215,568 227,941
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 475,723 416,055

減価償却費 516,513 525,094

その他の償却額 1,524 1,613

のれん償却額 3,661 4,339

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △36,550 2,778

退職給付引当金の増減額（△は減少） △14,351 △2,624

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △22,500 411

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,561 2,157

受取利息及び受取配当金 △61,407 △54,591

支払利息 146,353 194,367

為替差損益（△は益） 2,978 544

持分法による投資損益（△は益） △15,322 △3,174

投資有価証券売却損益（△は益） △3,166 △47,906

投資有価証券評価損益（△は益） 70,789 －

有形固定資産売却損益（△は益） △2,469 △818

有形固定資産処分損益（△は益） 5,671 2,268

負ののれん発生益 － △16,386

工場閉鎖損失 － 17,000

売上債権の増減額（△は増加） △565,375 325,662

たな卸資産の増減額（△は増加） △160,497 670,163

仕入債務の増減額（△は減少） 202,194 △174,506

未払消費税等の増減額（△は減少） △33,590 31,415

その他 △82,151 △79,572

小計 433,589 1,814,289

利息及び配当金の受取額 71,536 61,970

利息の支払額 △142,814 △205,396

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △282,194 180,311

営業活動によるキャッシュ・フロー 80,117 1,851,174

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △274,730 △320,500

定期預金の払戻による収入 50,000 320,500

有形固定資産の取得による支出 △376,254 △586,151

有形固定資産の売却による収入 6,298 1,650

投資有価証券の取得による支出 △28,839 △47,244

投資有価証券の売却による収入 6,925 550,365

貸付金の回収による収入 4,699 18,098

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

－ 12,781

その他 △3,675 △1,989

投資活動によるキャッシュ・フロー △615,576 △52,490
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △199,496 △247,540

長期借入れによる収入 2,325,000 3,430,000

長期借入金の返済による支出 △1,431,029 △2,106,484

社債の償還による支出 △125,000 －

リース債務の返済による支出 － △19,135

セール・アンド・リースバックによる収入 － 284,224

自己株式の取得による支出 △1,921 △444

配当金の支払額 △254,534 △169,633

貸借取引契約による支出 △384,162 △1,541,829

財務活動によるキャッシュ・フロー △71,142 △370,841

現金及び現金同等物に係る換算差額 △49,104 62,963

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △655,705 1,490,806

現金及び現金同等物の期首残高 2,266,330 1,998,086

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,610,625 3,488,892
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当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注) １．事業区分の方法 

事業区分の方法は、市場別に「出版・情報関連」、「生活・工業用途関連」事業としてセグメントしており

ます。 

２．各事業区分の主要製品 

 
  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

出版・情報
関連 
(千円)

生活・
工業用途関連

(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する売上高 11,380,314 11,254,211 22,634,525 ― 22,634,525

 (2) セグメント間の内部売上高 
   又は振替高

131,045 258,676 389,721 (389,721) ―

計 11,511,359 11,512,887 23,024,246 (389,721) 22,634,525

営業利益 648,277 351,361 999,638 (345,202) 654,436

事業区分 売上区分 主要取扱商品

出版・情報関連

出版・文具紙製品
書籍装幀用クロス、印刷・ビジネス用各種クロス、文具

紙工品、パッケージ用化粧クロス

情報関連

銀行通帳用クロス、コンピューターリボン、フィルムコ

ーティング品、名刺プリンター、表示ラベル用素材、磁

気関連製品、有機EL用水分除去シート

その他 容器密封用アルミ箔、複合フィルム

生活・工業用途関連

インテリア・住宅関連 カーペット、壁装材、天井材、ブラインド

車両工業用途
自動車内装用不織布・カーペット、産業用ターポリン、

テント地、雨衣、産業用不織布、フィルター

衣料用途 接着芯地、不織布

ファンシー商品他

キャラクター商品、縫製加工・成型加工・ウェルダー加

工等の各種加工品、耐久性折目加工材、ノウハウの販

売、パップ剤用フィルム加工、食品鮮度保持剤

運送、製造・加工他 商品等運送業、製品製造・加工
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当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １．事業区分の方法 

事業区分の方法は、市場別に「出版・情報関連」、「生活・工業用途関連」事業としてセグメントしており

ます。 

２．各事業区分の主要製品 

 
  

出版・情報
関連 
(千円)

生活・
工業用途関連

(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する売上高 9,350,035 9,543,236 18,893,271 ― 18,893,271

 (2) セグメント間の内部売上高 
   又は振替高

92,909 211,019 303,928 (303,928) ―

計 9,442,944 9,754,255 19,197,199 (303,928) 18,893,271

営業利益 535,262 439,988 975,250 (509,902) 465,348

事業区分 売上区分 主要取扱商品

出版・情報関連

出版・文具紙製品
書籍装幀用クロス、印刷・ビジネス用各種クロス、文具

紙工品、パッケージ用化粧クロス

情報関連

銀行通帳用クロス、コンピューターリボン、フィルムコ

ーティング品、名刺プリンター、表示ラベル用素材、磁

気関連製品、有機EL用水分除去シート

その他 容器密封用アルミ箔、複合フィルム

生活・工業用途関連

インテリア・住宅関連 カーペット、壁装材、天井材、ブラインド

車両工業用途
自動車内装用不織布・カーペット、産業用ターポリン、

テント地、雨衣、産業用不織布、フィルター

衣料用途 接着芯地、不織布

ファンシー商品他

キャラクター商品、縫製加工・成型加工・ウェルダー加

工等の各種加工品、耐久性折目加工材、ノウハウの販

売、パップ剤用フィルム加工、食品鮮度保持剤

運送、製造・加工他 商品等運送業、製品製造・加工
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前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注) １．本邦以外の国又は地域の区分は地理的近接度によっております。 

ただし、各区分に属する売上高及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計の10％未満のため、「その

他の地域」として一括して記載しております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 その他の地域 北米・・・・・・・・アメリカ 

        ヨーロッパ・・・・・イギリス 

        中国・・・・・・・・中国 

        東南アジア・・・・・香港・台湾・シンガポール 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １．本邦以外の国又は地域の区分は地理的近接度によっております。 

ただし、各区分に属する売上高及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計の10％未満のため、「その

他の地域」として一括して記載しております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 その他の地域 北米・・・・・・・・アメリカ 

        ヨーロッパ・・・・・イギリス 

        中国・・・・・・・・中国 

        東南アジア・・・・・香港・台湾・シンガポール 

  

【所在地別セグメント情報】

日本
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する売上高 18,648,657 3,985,868 22,634,525 ― 22,634,525

 (2) セグメント間の内部売上高 
   又は振替高

1,208,958 835,779 2,044,737 (2,044,737) ―

計 19,857,615 4,821,647 24,679,262 (2,044,737) 22,634,525

営業利益 939,598 64,337 1,003,935 (349,499) 654,436

日本
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する売上高 15,873,516 3,019,755 18,893,271 ― 18,893,271

 (2) セグメント間の内部売上高 
   又は振替高

900,300 691,025 1,591,325 (1,591,325) ―

計 16,773,816 3,710,780 20,484,596 (1,591,325) 18,893,271

営業利益 983,060 14,160 997,220 (531,872) 465,348
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前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注) １．本邦以外の国又は地域の区分は地理的近接度によっております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 東南アジア・・・・・香港・台湾・シンガポール 

 その他の地域・・・・アメリカ・イギリス・中国 

３．海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １．本邦以外の国又は地域の区分は地理的近接度によっております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 東南アジア・・・・・香港・台湾・シンガポール 

 その他の地域・・・・アメリカ・イギリス・中国 

３．海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

【海外売上高】

東南アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 1,333,711 3,054,530 4,388,241

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― 22,634,525

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 5.9 13.5 19.4

東南アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 1,125,114 2,253,021 3,378,135

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― 18,893,271

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 6.0 11.9 17.9

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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